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1
研究目的

学力の３要素を網羅できる問題作成の支援

個別学力試験「国語」が測定する資質・能力の分析・評価手法に関する研究

【網羅性の課題】
・学力の３要素

・特に「思考力、判
断力等」「学びに向
かう力（主体性）」

【問題作成の課題】

・「思考力、判断力
等」「主体性」を国
語の問題で表現
・具体的作題過程

【現状把握の課題】

・既存の問題（過去
問）が測定している
要素？
・受験者の認識？



分析指標
の開発

分析指標
に基づく
問題分析

新傾向問
題の開発

と評価

分析指標
の改善

データ
ベースの

開発

研究内容

2

学力の３要素に
基づく分析指標

過去問の
分析

新傾向問題の
作成・実施、統
計的評価

作題ノウハウ
の蓄積と分析
指標の改善
（今後の課題）

分析指標に基
づく問題のデー
タベース化



出題形式と資質・能力の関係に関するテスト理論・測定学に基づく定量的分析（東北大学等）

平成28年度（研究Ｂ）
平成27年度の試験問題を出題形
式（記述式、選択式など）で分析
する

平成29年度（研究Ｂ）
資質・能力を安定して測定できてい
るかどうかを検証し、独自調査を実
施する

平成30年度
資質・能力を測定する問題としての
妥当性を検証する

問題の評価指標に関する教科教育学・教育評価に基づく定性的分析（北海道大学等）

平成28年度（研究Ａ）
「資質・能力と出題形式との関係」
に基づき評価の観点を整理する

平成29年度（研究Ａ）
評価の観点ごとに平成27年度の試
験問題を分析指標（マトリクス）に分
類し、観点を修正する

平成30年度
測定不十分な観点を検証し、それを
測定できる問題案を作成するととも
に、観点別の問題データベースを構
築する

情報提供（大学入試センター）
現行センター試験および大学入学共通
テスト（試行調査）で測定している資質・

能力に関する専門的知識の提供

研究の連携

WG
高校グループ

（札幌市内，静岡県，千葉県
高等学校国語科教諭）

研究スケジュール
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１．分析指標の開発
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知識・技能知識・技能

思考力・判断力・
表現力等

思考力・判断力・
表現力等

学びに向
かう力、人

間性等

学びに向
かう力、人

間性等

学力の3要素

学習指導要領等に基づく具体的資質・能力

横軸：問題で測定する資質・能力【目標】

作題

具
体
的
設
問

形
式
・
問
い
方

縦
軸:

設
問
形
態
【
手
段
】

1.従来の問題を小問単位で分析
2.小問単位でマトリクスにマッピング
3.既存の問題でカバー不足の資質・能力
4.新傾向問題に応じた設問形態の適当

学力の３要素から見た問題の分析指標の開発



１．分析指標の開発：目標となる資質・能力（横軸）
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学力の3要素

文部科学省の資料等

国語科で育成し、評価すべき資
質・能力と学習指導要領との関
係、問題形式
ブルームの教育目標分類学等

目標（横軸）：資質・能力

国
語
表
記

文
法
適
用

言
語
活
用

情
報
抽
出

内
容
解
釈

文
章
表
現

心
情
理
解

主
張
推
測

仮
説
形
成

知
識
思
考

共
感
説
明

思
考
発
展

文
化
創
造

思
考
深
化

心
の
育
成

言
語
発
展

共
感
尊
重

人
生
育
成

知識・技能
思考力
判断力

表現力等

学びに
向かう力

国
語
と
い
う
文
脈
で
具
体
化



１．分析指標の開発：手段となる設問形態（縦軸）
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作
題

読み書き

辞書的意味

言語文化

表現の特色

文章構造

指示語内容

挿入語句

意味内容

目的と状況

主張（部分）

根拠（部分）

主張（全体）

心情

心情理由

行動

行動理由

人物像と関係

自分の考え

図表分析

複数文分析

国立教育政策研究所資料
「国語科で育成し、評価すべき資質・能力（イメー
ジ）と学習指導要領との関係、考えられる問題の
型」
文部科学省別紙３① 平成28年8月31日高大接続
改革の進捗状況について

↓
平成27年度（2015）個別学力試験「国語」の問題
（国立大学）の設問形態の分析

手
段
（縦
軸
）：設
問
形
態

知
識

読
解

表
現

具体的設問形態によるブレークダウン
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感
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重

人
生
育
成

読み書き

辞書的意味

言語文化

表現の特色

文章構造

指示語内容

挿入語句

意味内容

目的と状況

主張（部分）

根拠（部分）

主張（全体）

心情

心情理由

行動

行動理由

人物像と関係

自分の考え

図表分析

複数文分析

１．分析指標の開発
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横軸：問題で測定する資質・能力【目標】

縦
軸:

問
題
の
設
問
形
態
【
手
段
】

知
識

読
解

表
現

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力

個々の設問を２軸で
分解してマトリクス内に
設問をマッピングする



２．分析指標に基づく問題分析
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平成27年度の二次試験
における現代文の問題

旧帝大、旧医科大、旧
商大、旧文理科大など
20大学分
大問４５問、小問２２９問

入試等での作題・採
点経験のある高校教
員等11名
大問1問につき５〜６
名が分析

該当する資質・能力
はすべてチェック

該当する設問形態も
すべてチェック

ある小問について５人の分
析者のうち３名がある同じマ
スにチェックしていた場合、
その小問におけるそのマス
の値は３÷５で0.6とする

各マスのこの値の合計を該
当する問題数で割った百分
率をそのマスの値とする

過去問がカバーする資質・能力および設問形態の分析



２．分析指標に基づく問題分析 分類・分析方法
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※平成27年度（2015）北海道大学出題 外岡秀俊「３度目の情報革命と本」の一節（設問の都合で一部省略したところがあ
る）[参考文献：旺文社（2016）「全国大学入試問題正解」]より

大問２：問５
傍線部Ｅに「共に「本」への愛情に裏打ちされているとはいえ、「紙

派」と「電子派」は本来、鋭く対立している」とあるが、「紙派」の「電子
派」に対する批判はどのような点にあると考えられるか。本文の内容
に即して80字以内で説明せよ。

①（素材文読解後）設問内容の分析
１つの小問のなかで「筆者の主張」に基づき、「対比している事柄
（紙派と電子派に対する批判）」を80字以内で要約させている

２つの「設問内容」が問われている

筆者の主張

対比している事柄



２．分析指標に基づく問題分析 分類・分析方法
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②解答作成と「資質・能力」の分析

解答（例）

紙の消滅により知識が情報化・断片化するとともに、分科装置を
介さない個人の電子出版が大量に出回ることで、高質の出版が支
えてきた伝統的な知の文化が崩壊してしまう点。（80字）

６つの「資質・能力」が測定されている

【知識・技能】
・漢字、仮名遣い、句読点
の使い方が合っている

・主語・述語の関係を理解し、
文章を作成している

【思考力・判断力・表現力等】
・「筆者の主張」と「紙派と電子派の対立」の抽出
・「筆者の主張における紙派と電子派の対立」の解釈
・「筆者の主張における紙派と電子派の対立」につい
て80字以内で表現

・「筆者の主張」を本文から推測



２．分析指標に基づく問題分析
横軸：国語科において育成すべき資質・能力18項目
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知識・技能（何を理解しているか・何ができるか）

a.正しい国語表記ができる（漢字，仮名遣い，句読点）
b.言葉の決まり（文法，修辞法）を正しく適用できる
c.日本の伝統的な言語文化を活用できる（ことわざ，慣用句，四字熟語，文学的知識）

思考力・判断力・表現力等 （理解していること・できることをどう使うか）

d.目的や課題に応じて文章や情報を正確に抽出できる
e.文章の構成や論理の展開に沿って，正確に内容を理

解できる
f.課題に応じて的確に文章表現ができる
g.人物の心情・情景の描写を読み取ることができる
h.筆者の主張や心情を推測することができる

i.根拠をもとに仮説を立てることができる
j.自分の知識や経験を踏まえて，考えをまとめることが
できる

k.自分の考えを相手の状況を踏まえて的確に説明する
ことができる

l.新しい情報を知識・感性に照らして，自分の考えを感
化・発展させることができる

学びに向かう力 （どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか）

m.言葉を通じて社会や文化を創造しようとする
n.言葉を通じて自分のものの見方や考え方を広げ深め

ようとする
o.様々な事象を体験し，言葉での交流を通じて心を豊

かにしようとする

p.言葉を通じて他者の心と共感し，互いの存在につい
て理解・尊重しようとする

q.日本の言語文化を享受し，活用・継承・発展させよう
とする

r.読書を通して自分の人生を豊かにしようとする

「情報を編集・操作する力」、「新しい
情報を、既に持っている知識や経験、
感情に統合し構造化する力」、「新し
い問いや仮説を立てるなど、既に
持っている考えの構造を転換する
力」を働かせ、考えを形成し深めるこ
とが特に重要である（中教審第197
号126～127頁より一部引用）「学びに向かう力・人間性等」で挙

げられている態度等が基盤となっ
て、自ら次の学習活動に向かおう
とする意識が生まれ、「知識・技
能」や「思考力・判断力・表現力
等」の育成が図られる（中教審第
197号127頁より一部引用）



２．分析指標に基づく問題分析
縦軸：設問内容20項目
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知識（言語事項：評論・小説共通設問）

1.漢字や熟語の読み書きを問う（同音異義語等含む）
2.語句の辞書的意味を問う
3.言語文化に関する知識を問う

読解（評論・小説共通設問）

4.表現の特色を問う
5.文章の構造や対比している事項を問う
6.文脈に照らし指示語の内容を問う
7.文脈に照らし挿入すべき語句や文を問う
8.文脈に照らし文や語句の意味内容を問う
9.文脈に照らし文の示す目的・状況を問う

読解（評論での設問）

10.文脈に照らし筆者の主張（考え）を問う
（要約を含む）

11.文脈に照らし筆者の主張（考え）の根拠や理由を問う
12.本文全体を読み，筆者の主張（考え）を問う

（要約を含む）

読解（小説での設問）

13.文脈に照らし登場人物の心情（心情変化）を問う
14.文脈に照らし登場人物の心情の理由を問う
15.文脈に照らし登場人物の行動を問う
16.文脈に照らし登場人物の行動の理由を問う
17.文脈に照らし登場人物の人物像や関係性を問う

表現（評論・小説共通設問）

18.本文を踏まえて，自分の考えを問う
19.図表の情報を読み取り，分析・考察させる
20.複数の文章の情報を読み取り，分析・考察させる

文章の内容や表現の仕方を評価し目的に
応じて適切に活用すること、多様なメディア
から読み取ったことを踏まえて自分の考え
を根拠に基づいて的確に表現すること（以
後省略）が課題となっている（中教審第197
号124頁より一部引用）



２．分析指標に基づく過去問題の分析
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読み書き

辞書的意味

言語文化

表現の特色

文章構造

指示語内容

挿入語句

意味内容

目的と状況

主張（部分）

根拠（部分）

主張（全体）

心情

心情理由

行動

行動理由

人物像と関係

自分の考え

図表分析

複数文分析

5%以上～10％未満 10%以上

出題されていない能力・資質

出題され
ていない
設問形式

「新傾向問題」の
ねらいどころ！



３．新傾向問題の開発と評価
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評
論

小
説

評
論

小
説

新傾向

過去問

評
論

小
説

評
論

小
説

検証用セット

新旧と評論・小説の比
較ための組み合わせ

モニター調査協力者

道内外10高校
高３生1,409名

採点

高校教育に携
わった経験を
有する複数名
が採点

新傾向問題の特徴に関するエビデンスに基づく検証

語彙

語彙

語彙



３．新傾向問題の開発と評価
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出
典

朝
日
新
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よ
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1
９―
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０
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１

新傾向問題の例：新聞における往復書簡を素材文にした例



３．新傾向問題の開発と評価
16

設問（新しい設問形態）

問４ 「往復書簡」を読んで、赤坂氏と
寺尾氏の話題をさらに深く発展さ
せたレポートを書くことになった。

（１）２人の話題の中から、詳しく調べ
てみたいこと（テーマ）を30字以内
でまとめよ。

（２）（１）のテーマをより深く知るため
に読んでおきたい書籍名を、本文
中の波線部から１冊挙げよ。

（３）そのことを調べると、どのようなこ
とが分かるか（見通し）を予想して、
120字以内でまとめよ。

目
標

言葉を通じて自分の
ものの見方や考え方
を広げ深めようとす
る

読書を通して自分の
人生を豊かにしよう
とする

求める資質・能力（横軸）



17３．新傾向問題の開発と評価 結果と考察
モニター調査の背景：高校教員調査(2018年2~3月実施）より

現状の

ままで

よい

39.9%ある程

度改善

が必要

である

55.2%

大いに

改善が

必要で

ある

4.8%

国語(N=1,097)

現状の

ままで

よい

55.9%

ある程

度改善

が必要

である

40.7%

大いに

改善が

必要で

ある

3.4%

数学(N=1,149)



予備調査（担当：東北大学）
モニター調査2016／2017

調査デザイン、評価指標の整備

18３．新傾向問題の開発と評価
モニター調査の方法①

本調査
モニター調査2018
新傾向問題の使用

3年間の研究方略

調査デザイン
センター試験

（選択式）
新共通テスト見本
(新傾向の代替)

個別学力試験
（旧来の問題）

新傾向問題

評論 小説
イメー
ジ例

モデル
問題例

評論 小説 評論 小説

2016
5校，1,129名

〇 〇 〇

2017
9校，1,535名

〇 〇 〇

2018
10校,1,409名

〇 〇 〇 〇

※共通尺度として語彙テストを実施。2016年、2017年は比較対象として数学でも実施。



19３．新傾向問題の開発と評価
モニター調査の方法②

主な評価指標
1. テスト成績（得点率）

2. 質問紙法による生徒の反応・認知
① 印象評価（SD法）
頑健な3因子構造 ⇒ 尺度得点の比較

[意欲・関心因子] 2嫌いな－好きな／8解きたくない－解きたい／7むりそ
うな－できそうな／1つまらない－おもしろい／6意地悪な－素直な

[知識・能力] 12無意味な－有意義な／11実力がわからない－実力がわか
る／10役に立たない－役に立つ／3ふざけた－まじめな／9下品な－上品な

[新奇性] 5R典型的な－奇抜な／4古い－新しい



20３．新傾向問題の開発と評価
モニター調査の方法③

主な評価指標（続き）

[言語理解力]1言葉の働きや役割に関する理解／2言葉の特徴や決まりに関
する理解／3言葉の使い方に関する理解／4言語文化に関する理解／5一般常
識や社会規範／13歴史の中で創造され継承されてきた言語文化の担い手と
しての自覚

[言語運用力]18表現力／7自分の文の構成や表現形式を振り返り評価する力
／17要約力／19コミュニケーション力／10言葉を通じて伝える力

[深く学ぶ力]14粘り強く、柔軟に考え考察を深めていく態度／21論理的思
考力／16読解力／11考えを形成し深める力／8言葉によって感じたり想像
したりする力／12自分の感情をコントロールして学びに向かう態度

[情報活用能力]22図やグラフを描いたり読んだりする力／20統計的思考力
／6情報を様々な見方でよく調べ、まとめる力

② 必要な資質能力の判断
対応分析による2次元マッピング
※「高大接続改革の進捗状況について」（2016）、「中教審答申」（2014）から抽出



21３．新傾向問題の開発と評価
モニター調査の方法③：使用問題の分析
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22３．新傾向問題の開発と評価 結果と考察
モニター調査の結果①：正答率
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新傾向問題の正答率は最も低い
→ 高度の思考力等を要求



23３．新傾向問題の開発と評価 結果と考察
モニター調査②：印象評価
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新傾向問題は、新奇性が高い



24３．新傾向問題の開発と評価 結果と考察
モニター調査の結果③：必要な資質・能力

言葉の働き
言葉の特徴

言葉の使い方

言語文化

一般常識

情報集約

文章評価力
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イメージ表現

伝達力
思考形成

感情統制力
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粘り強さ

多様な考え
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３．新傾向問題の開発と評価：結果と考察
25

思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力

仮説形成、知識思考
共感説明、思考発展

思考深化、人生育成

表
現

自
分
の
意
見
を
書
く

複
数
の
文
章
を
読
み
取
る

測れていなかった資質・能力

出
題
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
設
問
形
態

縦軸と横軸の不足していた領域を
組み合わせることにより
新傾向問題を作成できる



26

学力の3要素をカバーするための新しい設問形態を開発する

４．分析指標の改善

新しく開発した設問形態
↓

仮
説
形
成

知
識
思
考

共
感
説
明

思
考
発
展

文
化
創
造

思
考
深
化

心
の
育
成

言
語
発
展

共
感
尊
重

人
生
育
成

レポートの企画 ●● ● ● ●
読むべき書籍の例示 ●● ● ● ●
結果の予測 ●● ● ● ●
デザインや表現の違いの考察 ●●●●●●
意識差の根拠の比較 ●●●● ● ●

…



４．分析指標の改善：会話文、実用文、統計資料を用いた設問例

27

第
１
問

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

保
健
師
「
が
ん
検
診
受
け
て
い
ま
す
か
？
」

住
民
Ａ
「
い
え
、
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
最
近
、
テ
レ
ビ
で
芸
能
人
が
乳
が
ん
で

亡
く
な
っ
た
と
か
や
っ
て
た
し
、
私
も
受
け
な
い
と
い
け
な
い
で
す
よ
ね
。

今
年
は
ち
ゃ
ん
と
受
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。
」

（
１
年
後
）

保
健
師
「
１
年
前
、
が
ん
検
診
を
受
け
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
し
た
け
ど
、
受
け
ら

れ
ま
し
た
か
？
」

住
民
Ａ
「
い
え
、
ま
だ
で
す
。
①
受
け
よ
う
と
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
な
か

な
か
時
間
が
な
く
て
。
②
ど
こ
で
や
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
し
。
」

保
健
師
「
市
か
ら
、
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
が
送
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご

覧
に
な
り
ま
し
た
か
？
」

住
民
Ａ
「
③
届
い
て
い
ま
し
た
が
、
な
ん
か
難
し
そ
う
な
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
て
、

ち
ゃ
ん
と
見
て
ま
せ
ん
。
ま
あ
特
に
悪
い
と
こ
ろ
も
な
い
し
、
今
検
診
を
受

け
な
く
て
も
、
す
ぐ
に
ど
う
に
か
な
る
も
の
で
も
な
い
か
ら
、
大
丈
夫
で

し
ょ
う
。
来
年
は
受
け
る
と
思
い
ま
す
。
」

冒
頭
の
よ
う
な
会
話
は
、
日
常
的
に
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
、
が

ん
検
診
を
受
け
な
い
と
い
け
な
い
の
か
？
そ
れ
は
、
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
で
、

が
ん
に
よ
る
死
亡
率
の
低
下
が
見
込
め
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
日
本
と
い
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
の
利
益
の
た
め
に
、
政
策
的
な
対
策
と
し
て
集
団
を
対
象
に
が

ん
検
診
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
の
健
康

的
な
利
益
を
目
指
し
た
が
ん
検
診
を
対
策
型
が
ん
検
診
と
い
う
。
（
以
後
省
略
）

（
大
竹
文
雄
・
平
井
啓

編
著
『
医
療
現
場
の
行
動
経
済
学

す
れ
違
う
医
者
と
患

者
』
東
洋
経
済
新
報
社
よ
り
一
部
改
変
）

素
材
文
に
添
付
の
ハ
ガ
キ
（実
用
文
）

や
統
計
資
料
の
読
み
取
り
か
ら
、「
学

び
に
向
か
う
力
」の
測
定
が
狙
え
る
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問１ 住民Ａは、がん検診を受けない理由の一つとして、傍線部②「どこでやっているかわからないし」と言っている。しかし、

内閣府が行った「平成２８年度がん対策に関する世論調査」の図５からは、受診場所を自分で探して受診している住民もい

る。図６も参照し、住民Ａと受診した住民とで、何に対するどのような意識の違いがあるのかを述べなさい。住民Ａと受診

した住民は同年代の同性で、同じ市町村に住んでいることを前提として考えなさい。

内閣府「平成２８年度がん対策に関する世論調査」より
図５ https://survey.gov-online.go.jp/h28/h28-gantaisaku/zh/z05.html

図６ https://survey.gov-online.go.jp/h28/h28-gantaisaku/zh/z06.html

４．分析指標の改善：会話文、実用文、統計資料を用いた設問例



４．分析指標の改善：実用文（ハガキ）を用いた設問例

29

問２ 大腸がん検診受診推奨ハガキに、左記の２種類がある。パターンＡとパターンＢでは、どちらを受け取った人が受診する確

率が高いか。図５―１を見てパターンＡとパターンＢを比較しながら、その理由を説明しなさい。

実用文（ハガキ）のレイア

ウトや文章表現の違い

• 「ｍ.言葉を通じて社会や
文化を創造しようとする」
力の測定が可能

• 「ｎ.言葉を通じて自分の
ものの見方や考え方を
広げ，深めようとする」力
の測定が可能



４．分析指標の改善

30

資質・能力をもれなくカバーするために素材文の工夫も必要
ジャンル 書籍名（素材文）

評論（16題）

①朝日新聞連載「あなたへ往復書簡」，②「なにかをするまえに。ちょっと考えてみること（抄）」＋
複数素材，③「戦争と近代技術」＋複数素材，④「現代思想講義」＋「人間の解剖はサルの解剖
のための鍵である」，⑤「日本美術を見る眼」，⑥「遺言。」＋論文等，⑦「粘菌　その驚くべき知
性」，⑧「日本文学の大地」，⑨「リベラルアーツ　理系的思考のすすめ」，⑩「人工知能に哲学を
教えたら」＋マルセル・デュシャン「泉」（作品の写真），⑪「日本の感性が世界を変える　言語生態
学的文明論」，⑫「人間と自然」＋朝日新聞記事，⑬「言葉のだらく」＋「数学むだばなし」，⑭行動
経済学の書籍＋内閣府の世論調査のデータ，⑮方言学の専門書＋2010年全国方言意識調査と
統計分析，⑯「AI vs. 教科書が読めない子どもたち」＋「人工知能プロジェクト「ロボットは東大に
入れるか」: 第三次AIブームの到達点と限界 」＋「人工知能に哲学を教えたら」

評論＋その他
（1題）

①言語学の文献＋中国人日本語学習者が書いた文章

小説（8題）
①「或日の大石内蔵助」，②「魔法使いの涙」，③「羊と鋼の森」，④「旅する本」２冊，⑤「ダイヤモ
ンドダスト」，⑥「安芸のやぐも唄」，⑦「ヴィネチア便り」＋「マチネの終わりに」，⑧「青磁砧」

小説＋その他
（1題）

①小説「椰子の実」＋歌詞「椰子の実」

その他（8題）

①「平家物語」＋国語辞典＋古典の単語集，②「伊勢物語」の傍線部「下りゐて」の表現を含んだ
場面の絵を選ばせる，③「小林秀雄講演第一巻 文学の雑感」の音声資料「大和魂は女コトバ」
（12分程度）の聞き取り，④「平成22年度〇〇大学卒業式・学位記授与式 総長式辞」の聞き取り，
⑤「私の少女マンガ講義」の本文を参照してマンガの順番やセリフ等を考えさせる，⑥漢文と短歌
に共通する内容を考えさせる，⑦古典作品の本文と和訳から筆者の気持ちや自身の経験の振り
返りをさせる，⑧中学校1年生の数学の教科書４冊を比較・検討させる



５．データベースの開発
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学力の３要素をカバーできる問題作成の支援

特定の資質・能力を測定できる問題を多様な条件で検索でき、その具体的な設問形
態やその解答例、採点基準などを参照できるデータベースを開発する

素材文
データベース

設問・解答
データベース

高校教員や大学教員



素材文の詳細データ

５．データベースの開発：素材文データベース（イメージ）
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題名等：或日の大石内蔵助

著者等：芥川龍之介

出版社等：中央公論

出版年等：1917年

分野：小説（近代）

出題範囲：p.○○〜p.××抜粋

概要：蔵之介が…
特徴：心情変化が…

素材文の一覧データ

N
O

素
材

題
名

著
者

出
版
年

出
版
社

分
野

範
囲

概
要

特
徴

01 pdf ○
○

×
×

△ □ 小 Pp … …

02 jpg ×
×

○
○

□ △ 評 Pp … …

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

…

素材文



設問の詳細データ

５．データベースの開発：設問・解答データベース（イメージ）
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意図：比喩表現の意味を…
能力・資質：

設問形態：

解答形式：短文（５０字以内）

正答例：蔵之介の心情の変化を…
採点基準：３通りの心情変化が…

素材文の一覧データ

N
O

設
問

意
図

能
力

形
態

形
式

正
答

採
点

受
験

統
計

01 … ○
○

×
×

△ □ ○ … … …

02 … ×
×

○
○

□ △ × … … …

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

…

設問：棒線の…を説明せよ。

国語標記
文法適用
情報抽出
内容解釈
文章表現
主張推測

心情読解
仮説形成
知識思考
共感説明
思考発展
文化創造

思考深化
心の育成
言語活用
言語発展
共感尊重
人生育成

読み書き
辞書的意味
言語文化
表現の特色
文章構造

指示語内容
挿入語句
意味内容
目的と状況
主張（部分）

根拠（部分）
主張（全体）
心情
心情理由
行動

行動理由
人物像と関係
自分の考え
図表分析
複数文分析

受験者数：○人
平均点：××

標準偏差：△△
無回答率：□□％



今後の課題
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国
語
表
記

文
法
適
用

言
語
活
用

情
報
抽
出

内
容
解
釈

文
章
表
現

心
情
理
解

主
張
推
測

仮
説
形
成

知
識
思
考

共
感
説
明

思
考
発
展

文
化
創
造

思
考
深
化

心
の
育
成

言
語
発
展

共
感
尊
重

人
生
育
成

読み書き

辞書的意味

言語文化

表現の特色

文章構造

指示語内容

挿入語句

意味内容

目的と状況

主張（部分）

根拠（部分）

主張（全体）

心情

心情理由

行動

行動理由

人物像と関係

自分の考え

図表分析

複数文分析

従来の問題傾向
を明らかにした

従来にない横軸と縦軸の組み合わせ
により新傾向問題を作成し、データ

ベース化した

カバーしていない資質・能力を
測定する設問の作成

設問形態と資質・能力の関係
づけの整理

複雑な設問の採点基準の簡
素化

今後の課題

データベースへ反映



参考資料：分析指標 横軸参照資料①
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ア）与えられた文章や図表等の中から情報を収集したり取り出したりする力

イ）文章や図表等の情報を整理し、解釈する力

ウ）文章や図表等の情報を要約したり、一般化したりする力

エ）目的に応じて必要な情報を見つけ出して文章や図表等の情報と統合し、
比較したり関連づけたりする力

オ）得た情報を基に、物事を推し量ったり予測したりする力

カ）得た情報を基に、立場や根拠を明確にしながら、論理的に思考する力

キ）上記ア）～カ）のプロセスを経て、問題解決のための方法や計画（自分の
考え）をまとめる力

ク）上記ア）～キ）のプロセスで得た情報を構造化し、目的や意図を明確にし、構成
や展開を工夫して表現する力

ケ）受け手の状況を踏まえて表現する力

コ）表現した結果を振り返り、さらに改善する力

例えば、

多様な見方や考え方が可能な題材に関す
る文章や図表等から得られる情報を整理

し、概要や要点等を把握するとともに、

他の知識も統合して比較したり推論したりし
ながら

自分の考えをまとめ、

他の考えとの共通点や相違点等を示しなが
ら、

伝える相手や状況に応じて適切な語彙、表
現、構成、文法等を用いて効果的に伝える
こと

において重視すべき学習のプロセスと評価すべき具体的な能力（案）

求められる諸能力の育成のために各教科において重視すべき学習のプロセス
と評価すべき具体的な能力(案)

※以下の各教科の内容については、次期学習指導要領に関する中央教育審議会における審議も踏まえ、見直しを行う必要

国語

参考資料：分析指標 横軸参照資料②
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平 成 2 7 年 1 2 月 2 2 日
高大接続システム改革会議
資 料 ３ ( 一 部 改 変 )


